
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　もう一つは、同じ③の部分で、このPeace Education for Quality of Lifeとい
うのも、非常に刺激的な視点だと思います。これは本当に大事だと思いますし、
そういった視点を生かしていきたいと思うんですが、いのちのQOLということ
についていつも問題になるのは、クオリティの良し悪しをどのように測るか、
判断基準をどこに置くか、ですね。これを間違えると、ともすれば、「生産性」
の議論みたいなことになっていくので。この点、教えていただければと思いま
した。
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（福島）二つとも大変鋭い質問です。一つ目のご質問は、これはカテゴライズし
て当てはめてるように見えていて、思いつきで並べているところもあるので。
こういう分類を書きながら、全てに関連しているというのを途中でだんだん気
づくわけで。なので、あえて意図的にしたといえば、キリスト教主義学校がずっ
と持ち続けている「こだわり」というようなものという感覚でこのカテゴリー
に入れているので、非常に中途半端な置き方になっています。それは確かにヒ
ストリカル・ミッションになるとも思います。ご指摘はよくわかっておりますし、
これをあえてつけた感じも実はあって、元のカテゴライズにちょっと自分の感
覚を加えたらここに入ったという感じです。
（澤村）いえ、私が何となく思ったのは、その建学の精神を持っていることにお
いて、さまざまなミッション校、そして、きっと仏教校とかもそこに視野に入
れることができるんじゃないかと思いますが、建学の精神を持っているという
ことによって、我々は普遍性を共有できる、みたいなことなのかなって、何と
なく思ったんですけど。
（福島）そのとおりだと思います。公立学校とは違う面の、要は、あえて特徴的
な意味で言っているというところです。
　二つ目のQuality of Lifeについては、「いのち」というものをどう考えるかと
いう、漢字で書くか平仮名で書くかということを含めての問題もありますし、
非常に抽象的な言葉でもあると思います。なので、単に「量より質」とか、「数
より中身」とか、中学生だと、そのように単純化された形でしか受けとめられ
ないこともありますが、その中身の議論について詳しく授業で取り上げたりす
ることはまだできていません。これはあくまでも私の中での捉え方として挙げ
たもので、もっと深めていかないといけないと思っています。
（参加者Ａ）本学の教職課程で道徳教育論を担当している者です。将来、公立中
学校で道徳を毎週授業することになる、それも、教科書とか評価とかに縛られ
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た現場に送り出すんですけど、教科書から離れて独自の授業ができる回を僅か
に設けることができることになっているのですが、その授業をどのように計画
すればよいか、何か提言やアドバイスをいただけたらと思います。
（村瀬）キリスト教学校で教育を受け、教職の訓練も受けた教師が、公立校で道
徳の科目を担当する上でどんな独自性を出せるのか、という点ですね。
（参加者Ａ）はい。学生には「関学で育ったからには」ということを持ってほし
いですし、今この場で教えていただくことを学生に伝えたいなと思っています。
ここにいらっしゃる皆さんにおうかがいしたいくらいです。
（奥本京子 研究員）関連するかどうか分からないですが、日本平和学会の中に「平
和教育プロジェクト委員会」というのが立ち上がっていて、今は5年目（3期目）
になるのですが、6年間の総括をしようことになってきています。高校の先生も
メンバーに加わってくださったりしていますが、高校のほうは高校のほうで、
2022年から現代社会にかわって「公共」が必修科目になるのですね。小学校と
中学校では「道徳」、高校においては「公共」というこれらの大きなチャレンジ
があり、現代社会の中で扱われていた基本的人権の保障とか平和主義というの
は削除されてしまって、高校での道徳教育化が懸念されているということを聞
いています。
　例えば、今月末に、龍谷大学で平和学会があるのですが、公共の授業の枠の
中で利用できる素材を提供しようという具合に私たちは考えています。まだ準
備してる最中なので、これをやりますということはあんまり具体的に言えない
のですが、現場の教員からのニーズに応えられるような題材を提供するというか、
一緒に実験的にやってみるというようなことを始めています。多分、高校だけじゃ
なくて中学校の先生も使ってくださることができるんじゃないかなというふう
に思っています。
　平和で共生できる社会をつくるための平和教育の教材、あるいは何と呼んで
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もいいのですけれども、そういった教材を学びの現場に滑り込ませていくとい
うことが、キリスト教主義であっても何主義であっても、できることのような
気がしています。今までは、公共とか道徳とか、特に何かに向けて、というこ
とはしてこなかったのですが、その新しい一つの取り組みとして、「やりとり力」
というものを今年からキャッチワードにしています。やりとりする力というも
のを身に付けること、それは本当は子どもたちよりも先に大人の私たち自身が
きちんとやらなければならないのですけれど、やりとりする力を養うというこ
とを、さまざまなアクティビティをベースにした学習素材を通して練習すると
いうような、そういう場を提供しています。まだ始まったところですが、こう
いう動きもあります。
（舟木）関西学院大学では人権教育研究室が中心になって、「平和への権利宣言」
について学びの機会を提供したり、難民に関わる課題には関心を持ち続けていて、
様々な啓発活動を例年しています。
（福島）授業をいくつか参観する中で感じたことなんですけど、公立中学での授
業が、「道徳」というよりも人権教育、いわゆる差別の問題とか、部落差別の問
題とかも含めて、そういうのを取り組みの中に入れておられます。一方、プロ
テスタントの学校の場合は、そういう人権に関わるものを聖書科の中には入れ
てこなかった学校が非常に多いと思います。そのあたりの「抜け」がどうして
も出てくるということがあるんですね。対照的に、カトリック学校の場合は、
伝統的に宗教科の中で人権教育がされてきているようです。
　さきほどちょっと研究報告の中でご紹介した、NHKの「ティーチャーズ・ラ
イブラリー」、あれはすごく教材としてはいろんなものが詰まっています。映像
教材としては非常によく研究をされているものが結構あります。
（参加者Ａ）映像の活用はいいですね。今は「読み物道徳」みたいな感じのスタ
イルが主流で、映像はあまり使用しない傾向があります。
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（グルーベル）奥本先生が紹介してくださった、いろんなトレーニングを通じて
具体的にそのコンフリクト・マネジメントとかコンフリクトを考える、どうい
うふうに互いにいい結果が出るために努力すればいいのか。そういう毎日の生
活でも使えそうな、学校の中のいろんな人間関係の中でも、そこから平和を考
えるという具体的な、それこそアクティブ・ラーニングだと思いますけれども、
ロールプレイや劇みたいなのをやってみるとか。そういう生きた練習や学びが
できたらと思いますね。
（奥本）そのためのたくさんの手法があります。私、若い人に説明するときは、
紛争解決とは、「仲よくけんかする方法」のことだと言うのですが、要するにちゃ
んと向き合って、ちゃんと話し合って、という、多様な方法があるわけです。
技術的なものも必要ではありますが、対話するための態度の養成から始まるの
です。こういうことは「道徳」の枠に入る気がします。「仲よくけんかする」は、
その実、何やってるかというと、たくさんのアクティビティを通して、実際に
体で経験したり、心で感じたり、もちろん頭を使って考えたり、バランスよく
他者また自身とかかわり合っていくということです。そういった身体性などの
ものも養っていくんですね。
（村瀬）少し今の質問から離れたコメントになりますが、これまでの研究会での
ご報告や福島先生のお話しをうかがいながら、いくつかこのテーマを考えるポ
イントになる部分について気付かされるところがありました。一つは、平和教
育との関係で聖書科で指導していく「人間をしっかり見つめる」ということと
の関係では、身近なところから平和を考える、というアプローチはキリスト教
教育らしいと思いました。平和をつくる主体を育てることは、キリスト教学校
でなくてもやれるかもしれないけれども、キリスト教学校は、そこにより力を
入れることができるんじゃないかなということを感じました。人間の愚かさや
罪深さという現実も含めて、きちっと人間を、そして、日々の足元の暮らしを
見つめられる人を育てるという点ですね。
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　二つ目に、野島先生がご報告の中で教えてくださった「平和教育の国際化」
ということに関して。抽象的な言葉を使うのではなくて、「祈り」とか「愛」と
か、そういった言葉でなんとなく丸め込んでしまうのではなくて、明確な言葉で、
人権条約とかそうした世界的な合意のあるフレームをはっきりと出して、それ
を軸としてやっていくということについて、キリスト教担当者にとって特にそ
こは問われているところだと思いました。「平和教育」が変わってきているとい
う知識は、教育者の側に求められる知識だと思います。
　そして、一番大きなことは、「一貫教育」というものが持つ強みということで
すね。恵泉女学園大学の上村英明先生が、「恵泉の平和教育」を展開するにあたっ
て、「まず高校までに受けた平和教育を解体するところから始めなきゃいけない」
ということをおっしゃるんですね。「正解」を答えさせられる抑圧的な環境で生
徒が育ってくることがほとんどだからだ、と（『日本の科学者』、2018年1月号）。
　そうしたことを考えると、高校までにどんな教育を受けてきたかということが、
大学のレベルで何ができるか、ということに直結するということを思うんですね。
そして、一貫教育の視点に立ったカリキュラムがあれば、大学では何をすべき
かという一番大事なところにより良い形で取り組めるようになることを思うと、
関学が持つ一貫教育でそういう展開ができる可能性があると思います。
（澤村）愛とか祈りとかで丸め込んではいかん、というのは、まさにそのとおり
だと思うんですね。野島先生に教えていただいたことをもとに、やっぱり言語
化できることとか精緻に組み立てるべきことは、ぜひどんどん進めてったらい
いと思います。でも、「愛」や「祈り」というのは多分、それについて語ったり
丸め込むとかじゃなくて、体験することだと思うんですね。それは多分、相補
的な関係にできると思うんです。精緻に組み立てることと、その愛や祈りとい
うことを体験するということ、この学びの体験というのはそれこそキリスト教
学校でしかできない体験だと思うんですね。
　それはやはり礼拝の場だと私は思うし、福島先生が最初におっしゃった、そ
の教育プログラムでありながら授業ではない、教えているようで教えてない「何
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となく」の場であるということで、平和というものが教育されてることになっ
ていくんじゃないかなというふうに思いました。
（福島）生徒たちがよく、「ラブ・アンド・ピース」と言います。この場合の二
つの概念は、抽象的だけど具体的なんです。わかりやすい。それが結びついて
いるということは、ある意味若い世代の中で、こっちが抽象的だと思ってても、
その言葉自体にリアルな経験とか体験とかがあるということも、世代によって
も違うしというものを感じるので、その二つの結びつきを、茶化す形じゃなくて、
何かリアルに教師も受けとめていくことが必要だなといつも思っております。
（村瀬）キリスト教学校にしかないもの、特に、礼拝とか宗教的な活動といいま
すか、チャペルアワーなどの場が、今おっしゃってくださったような、合理的
な探究の重要さと、また、合理性には収まりきらない世界との関係といいますか、
そういうものを伝えられる大事な教育的な機会ですね。
（舟木）もう一つは、今日も来ていただいてる澤村先生とか奥本先生とか、キリ
スト教主義で同じような理念を持つ他大学、他学校との情報交換であったりとか、
教育体制というようなものが比較的、ベースが同じところであるとやりやすい
んじゃないかなという感覚があります。そういう意味では、一校だけだとどう
しても限られてくる情報や経験が、こういう形で広がっていけば、それこそ一
校だけでは気づかなかったことを共有していけます。やっぱり広島、長崎では、
そこでずっと平和教育を継続しておられますけれども、たとえば澤村先生の報
告を通してそうした経験から我々が全然気づかないようなことを気づかせてい
ただきました。キリスト教学校にそういうネットワークのベースがあるという
のは、大きなメリットじゃないかなと思っています。
（村瀬）予定の時間が参りました。ここまであっという間で、まだ序論が終わっ
たところかもしれませんけれども、キリスト教主義教育の独自性や使命を問う
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このような研究を、キリスト教と文化研究センター（RCC）では今後も何らか
の形で継承し、関学の内外で成果を分かち合ってゆきたいと思います。本日は
ありがとうございました。
